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引
き
続
き
『
奧
細
道
菅
菰
抄
』
と
漢
詩
文
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（
二
十
八
）
行
脚
の
一
徳
、
存
命
の
悦
び
、
羇
旅
の
労
を
わ
す

れ
て…

…
羈
旅
の
労
を
わ
す
れ
て
と
は
詩
ニ
所
レ
樂
ム
自
ラ
忘
ル㆑

疲
ヲ
と
云
サ
マ
ナ
リ　

『
奥
細
道
菅
菰
抄
』
と
漢
詩
文
（
四
）

塚
　
越
　
義
　
幸

　

前
回
の
調
査
で
は
、「
詩
ニ
所
㆑
樂
ム
自
ラ
忘
ル㆑
疲
ヲ
」
の
出
典

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回
「
所
レ
樂
ム

自
ラ
忘
ルレ
疲
ヲ
」
が
、『
円
機
活
法
』
韻
学
第
二
巻　

四
支
の
「
疲
」

の
項
に
、

心
忘
ル㆓
乙
夜
ノ
疲
ヲ㆒　

 

所
㆑
樂
ム
自
ラ
忘
ル㆑
疲
ヲ（
１
）

と
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
円
機
活
法
』
は
引
用
書
目
に
も

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
出
典
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
に

〈
学
術
論
文
〉
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は
そ
の
句
の
出
典
は
な
く
、
梨
一
が
「
詩
ニ
」
と
示
し
た
典
拠

の
詩
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
言
及
で
き
な
か
っ
た
。

（
二
十
九
）
末
の
松
山
は
寺
を
造
て
末
松
山
と
い
ふ
中畧
は
ね
を

か
は
し
枝
を
つ
ら
ぬ
る
契
の
末
も

樂
天
ガ
長
‐
恨
‐
歌
ニ
、在
㆑ラ
バ
天
ニ
願
ク
ハ
作
ン㆓
比
‐
翼
ノ
鳥
ト㆒
、

在
レラ
バ
地
ニ
願
ク
ハ
爲
ン㆓
連
‐
理
ノ
枝
ト㆒
、
ト
云
句
ヨ
リ
出
タ
ル

故
事
ニ
テ
、
比
‐
翼
‐
鳥
ハ
、
爾
‐
雅
ニ
云
、
南
‐
方
ニ

有
リ㆓
比
‐
翼
‐
鳥
㆒
焉
。
不
㆑ン
バ
比
セ
不
㆑
飛
ハ
。
其
ノ
名
ヲ

謂
フ㆓
之
ヲ
鶼
‐
鶼
ト㆒
。
郭
‐
璞
ガ
註
ニ
、似
テ㆑
鳬
ニ
青
‐
赤
‐
色
、

一
‐
目
一
‐
翼
、
相
ヒ
得
テ
乃
チ
飛
ブ
、
ト
。
連
‐
理
ノ
枝
ハ
、

山
‐
海
‐
經
ニ
見
エ
タ
リ
。
兩
‐
枝
ノ
條
‐
理
、
連
‐
比
シ
テ

相
ヒ
生
ズ
ル
者
ナ
リ
也
、
ト
云
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、「
予
」
が
「
壺
の
碑
」
を
見
て
感
激
し
た

後
、「
野
田
の
玉
川
」「
沖
の
石
」、
そ
し
て
「
末
の
松
山
」
と

歌
枕
を
訪
ね
た
場
面
、
と
り
わ
け
「
末
の
松
山
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
「
君
を
お
き
て
あ
だ
し
心
を
わ
が
持
た
ば
末
の
松
山
波
も
越

え
な
む
」（『
古
今
集
』
東
歌
）
な
ど
の
古
歌
を
踏
ま
え
、
変
わ

ら
ぬ
固
い
契
り
を
表
現
し
た
「
は
ね
を
か
は
し
枝
を
つ
ら
ぬ
る

契
の
末
も
」（
比
翼
連
理
）
に
対
し
、「
樂
天
が
長
恨
歌
」・『
爾

雅
』・『
山
海
経
』
を
引
用
し
て
解
説
し
て
い
る
。

　

ま
ず
「
長
恨
歌
」
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
の
二
句
は
現
在
で

も
「
比
翼
連
理
」
の
出
典
と
し
て
必
ず
示
さ
れ
る
箇
所
（「
長

恨
歌
」
百
二
十
句
中
、
第
百
十
七
句
・
第
百
十
八
句
）
で
、
今

更
解
説
を
す
る
必
要
も
な
い
が
、
梨
一
は
、
こ
の
二
句
を
用
い

て
、「
比
翼
連
理
」
が
こ
の
故
事
か
ら
出
さ
れ
た
言
葉
だ
と
明

確
に
示
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
故
事
の
解
説
と
し
て
、
ま
ず
「
比
翼
鳥
」
を

挙
げ
、『
爾
雅
』
釈
地
巻
六
に
示
さ
れ
た
「
南
方
に
い
る
鳥
で
、

必
ず
つ
が
い
で
飛
び
、
鶼
鶼
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
」、
ま
た
そ

の
郭
璞
注
の
「
鳧
に
似
て
い
て
、
青
赤
色
を
し
て
い
て
、
目
と

翼
が
一
つ
ず
つ
で
、
そ
れ
が
二
つ
合
わ
さ
っ
て
飛
ぶ
（
目
は
二

つ
）」
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。（
２
） 

さ
ら
に
「
連
理
ノ
枝
」

に
つ
い
て
は
、『
山
海
経
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
引
用
箇

所
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
不
明
で
あ
る
。（
３
）

　

芭
蕉
は
「
は
ね
を
か
は
し
枝
を
つ
ら
ぬ
る
契
の
末
も
」
と
歌

枕
「
末
の
松
山
」
ら
し
く
、
和
語
を
連
ね
て
表
現
し
た
が
、
そ

の
故
事
「
比
翼
連
理
」
の
説
明
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
直
接
の
出

典
と
し
て
「
長
恨
歌
」（『
古
文
真
宝
前
集
』
所
収
）
を
、
辞
書

的
解
説
と
し
て『
爾
雅
』を
郭
璞
の
注
を
も
踏
ま
え
て
、ま
た『
山
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海
経
』
の
用
例
を
示
し
て
注
釈
し
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
の

漢
籍
も
引
用
書
目
に
あ
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、

在
㆑ラ
バ
天
ニ
願
ク
ハ
作
ン㆓
比
‐
翼
ノ
鳥
ト㆒
、
在
㆑ラ
バ
地
ニ
願
ク
ハ
為
㆓ラ
ン

連
‐
理
ノ
枝
ト㆒
。
白　

氏

 長
恨
哥

と
な
っ
て
い
る
。（
４
）
一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
、

は
ね
を
か
は
し
枝
を
つ
ら
ぬ
る
ハ　

樂
天
カ
長
恨
哥
ニ
天
ニ

在
て
ハ
ヒ
ヨ
ク
ノ
鳥
と
な
ら
ん
地
ニ
在
て
ハ
連
理
の
枝
と

な
ら
ん
と
云
故
事
よ
り
出
た
り
一
目
一
翼
相
得
て
則
飛
連

理
の
枝
ハ
山
海
経
ニ
見
え
た
り

と
『
菅
菰
抄
』
を
要
約
し
た
形
で
示
し
て
い
る
が
、『
爾
雅
』

の
書
名
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
三
十
）
其
夜
目メ
ク
ラ盲
法
師
の
琵
琶
を
な
ら
し
て
奥
上
る
り
と
い

ふ
も
の
を
か
た
る
平
家
に
も
あ
ら
ず
舞
に
も
あ
ら
ず
ひ
な
び

た
る
調
子
う
ち
上
て

盲
ハ
釈
‐
名
ニ
、
盲
ハ
茫
ナ
リ
也
。
茫
‐
茫
ト
シ
テ
無
キ㆑
所
㆑
見
ル

也
、
ト
云
。
琵
‐
琶
ハ
、
釋
‐
名
ニ
云
、
本
ト
胡
‐
中
馬

‐
上
ニ
所
㆑
鼓
ク
、
推
テ㆑
手
ヲ
前
ム
ヲ
曰
ヒ㆑
琵
ト
、
引
テ㆑
手
ヲ
却
ク
ヲ

曰
フ㆑
琶
ト
。
因
テ
以
テ
爲
㆑
名
ト
、
ト
。
然
レ
バ
、
本
ト
枇
‐
杷

ノ
音
ヲ
假
ル
ナ
リ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
塩
釜
の
浦
に
着
い
た
そ
の
夜
、
盲
目
の
法

師
が
琵
琶
を
弾
い
て
奥
浄
瑠
璃
を
語
る
の
を
聞
い
た
場
面
で
、

「
目
盲
」
の
「
盲
」、「
琵
琶
」
の
語
釈
を
そ
れ
ぞ
れ
『
釈
名
』

を
用
い
て
示
し
て
い
る
。
な
お
『
釈
名
』
は
「
引
用
書
目
」
で

は『
劉
熙
釈
名
』（
後
漢
末
の
劉
熙
が
著
し
た
）と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
「
盲
」
は
「
茫
」
で
、「
ぼ
ん
や
り
し
て
は
っ
き
り
し

な
い
」と
い
う
意
味
で
、「
何
も
見
え
な
い
」と
い
う
ふ
う
に『
釈

名
』
釈
疾
病
に
あ
り
、「
琵
琶
」
は
胡
の
地
で
馬
上
で
弾
く
楽

器
で
、「
琵
」
は
弦
を
手
前
か
ら
外
の
方
へ
は
じ
き
、「
琶
」
は

そ
の
反
対
方
向
へ
は
じ
く
と
演
奏
法
を
用
い
て
そ
の
命
名
と
し

た
と
『
釈
名
』
釈
楽
器
に
示
さ
れ
て
い
る
。（
５
）

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
に
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
『
鼇
頭
本
』

で
は
。琵

琶
釈
名
ニ
云
、
本
胡
中
ノ
馬
上
ニ
所
㆑
鼓
ク
推
㆑
手
前
ム
ヲ

曰
㆑
琵
ト
引
テ㆑
手
ヲ
却
ク
ヲ
曰
フ㆑
琶
ト
因
以
爲
㆑
名
云

と
「
琵
琶
」
の
『
釈
名
』
の
注
釈
の
み
を
示
し
て
い
る
。

（
三
十
一
）
早
朝
塩
か
ま
の
明
神
に
詣
ス
國
守
再
興
せ
ら
れ
て

宮
柱
ふ
と
し
く
彩
椽
き
ら
び
や
か
に
石
の
階
キ
ザ
ハ
シ

九
仭
に
重
り
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…
…
仭
ハ
八
尺
ヲ
云
。
サ
レ
ド
モ
九
‐
仭
ハ
汎
ク
高
キ
ヲ

云
ヿ
ア
リ
。
尚
‐
書
ニ
所イ
ハ

謂ユ
ル

爲
㆑ル
ヿ
山
ヲ
九
‐
仭
ノ
類
是
ナ
リ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
塩
竃
神
社
の
社
殿
の
柱
が
太
く
立
派
で
彩

色
を
施
し
た
垂
木
も
き
ら
び
や
か
で
、
石
段
も
九
仭
に
重
な
る

様
を
述
べ
た
と
こ
ろ
の
「
九
仭
」
に
つ
い
て
の
語
釈
を
施
し

て
い
る
。

　

梨
一
は
、一
仭
は
八
尺
で
あ
る
が
、「
九
仭
」
と
い
う
の
は
「
広

く
て
高
い
こ
と
を
言
う
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
、
必
ず
し
も
具

体
的
な
長
さ
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
用
例
と
し

て
『
尚
書
』
す
な
わ
ち
『
書
経
』
を
挙
げ
る
。（
引
用
書
目
で

は
『
書
経
』
と
あ
る
）
こ
の
用
例
は
故
事
成
語
と
し
て
人
口
に

膾
炙
さ
れ
て
い
る
「
九
仭
の
功
を
一
簣
に
虧
く
」（
事
が
今
に

も
成
就
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
わ
ず
か
な
油
断
を
し
た
た

め
に
失
敗
す
る
た
と
え
）の
典
拠
と
な
る
箇
所
で
あ
る
。『
尚
書
』

「
旅
獒
篇
」
に
、

嗚
呼
、
夙
夜
罔
シ㆑

或
レル
ヿ
不
㆑ル
ヿ
勤
メ
、
不
㆑レ
ハ
矜
セ㆓
細
行
ヲ㆒
、

終
ニ
累
ス㆓
大
德
ヲ㆒
、
爲
㆑ス
ヿ
山
ヲ
九
仭
功
虧
㆓ク
一
簣
㆒ニ
（
６
）

と
あ
り
、「
あ
あ
、
朝
は
や
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
、
勤
め
励

げ
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
さ
さ
い
な
行
い

を
慎
ま
な
い
で
い
る
と
，
つ
い
に
は
大
き
な
徳
に
影
響
を
及
ぼ

す
。
九
仞
の
山
を
作
る
に
も
、
あ
と
一
盛
り
の
と
こ
ろ
で
止
め

て
し
ま
え
ば
、
完
成
し
な
い
の
だ
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、

九
仭
ハ
数
多
キ
を
云
と
そ
亦
孔
安
國
か
い
へ
る
に
は
八

尺
ヲ
曰
レ
仭
ト
と
そ

と
あ
り
、「
九
仭
」
は
数
の
多
い
こ
と
を
指
す
と
言
い
つ
つ
、『
尚

書
』
の
孔
安
国
の
注
を
引
き
、
一
仭
が
八
尺
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。（
７
）

　

一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
、

○
九
仭　

キ
ウ
ジ
ン　

仭
ハ
八
尺
を
云

と
あ
り
、「
九
仭
」
の
読
み
と
「
仭
」
が
八
尺
と
あ
る
だ
け
で
、

『
尚
書
』
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
三
十
二
）
吾
國
の
風
俗
な
れ
と

風
俗
ハ
、
ナ
ラ
ハ
セ
ヲ
云
。
子
‐
夏
ガ
詩
ノ
序
ニ
、
變
シ㆑
風
ヲ

易
フ㆑
俗
ヲ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
前
項
と
同
様
塩
竈
神
社
の
章
で
「
こ
の
よ

う
な
辺
境
地
に
て
、
こ
れ
ほ
ど
神
霊
が
あ
り
が
た
く
鎮
座
さ
れ

て
い
る
の
も
、
わ
が
国
の
風
俗
だ
な
あ
」
と
感
嘆
し
た
と
こ
ろ

の
そ
の
「
風
俗
」
の
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
ま
ず
「
風
俗
」
の
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語
釈
と
し
て
、「
慣
わ
せ
」（
習
わ
し
）
を
挙
げ
て
、
そ
の
後
に

そ
の
用
例
と
し
て
、
子
夏
（
卜
商
＝
孔
門
十
哲
の
一
人
で
「
文

学
＝
学
問
全
般
」
に
秀
で
て
い
た
人
物
）
の
詩
序
を
示
し
た
。

　

こ
の
序
は
、『
毛
詩
』（
引
用
書
目
で
は
『
詩
経
』）
国
風
・

周
南
「
関
雎
」
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、『
文
選
』
序

類
に
も
「
毛
詩
序
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
梨

一
が
引
用
し
た
「
変
シレ
風
ヲ
易
フ㆑
俗
ヲ
」
の
句
は
管
見
の
範
囲
で

は
該
当
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。（
８
）

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』

で
は
、〇

風
俗
ハ
な
ら
は
せ
を
云　

子
夏
か
詩
の
序
ニ
變
風
易
俗

と
『
菅
菰
抄
』
と
同
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
三
十
三
）
誠
ニ
人
能
ク
道
を
勤
義
を
守
べ
し
名
も
ま
た
是
に
し

た
が
ふ
と
云
り

勤
ハ
疑
ク
ハ
勵
ノ
字
ノ
誤
ナ
ル
ベ
シ
。
七
‐
書
ノ
六
‐

韜
ニ
、
勵
テ㆑
道
ヲ
可
シ㆑
操
ル㆑
義
ヲ
、
名
モ
亦
タ
從
フ㆑
之
ニ
、
ト
云
リ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、こ
の
本
文
の
前
に
「
神
前
に
古
き
宝
燈
有
。

か
ね
の
戸
ひ
ら
の
面
に
文
治
三
年
和
泉
三
郎
寄
進
と
有
」（
９
）

と
あ
っ
て
、
神
社
に
宝
灯
を
奉
納
し
た
「
和
泉
三
郎
（
藤
原
秀

衡
の
三
男
忠
衡
）」
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
忠
衡

の
功
績
を
称
え
た
「
誠
ニ
人
能
道
を
勤
義
を
守
べ
し
名
も
ま
た

是
に
し
た
が
ふ
と
云
り
」
に
対
し
て
の
出
典
『
七
書
六
韜
』
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
『
七
書
ノ
六
韜
』
は
引
用
書
目
に
は
『
六
韜
』
と
の
み
示
さ

れ
て
い
る
が
、『
七
書
』（『
武
経
七
書
』
と
も
呼
ば
れ
る
）
は

中
国
古
代
に
お
け
る
兵
法
の
代
表
的
古
典
で
あ
る
七
つ
の
兵
法

書
で
、『
孫
子
』・『
呉
子
』・『
尉
繚
子
』・『
六
韜
』・『
三
略
』・『
司

馬
法
』・『
李
衛
公
問
対
』を
指
し
、我
が
国
で
は
慶
長
十
一
年（
一

六
〇
六
）
に
徳
川
家
康
の
指
示
に
よ
り
伏
見
版
の
一
部
と
し
て

開
版
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
『
七
書
ノ
六
韜
』
は
、『
七
書
』
の
中
の
『
六
韜
』

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
訳
だ
が
、そ
の『
六
韜
』と
は
、

太
公
望
呂
尚
の
秘
伝
の
兵
法
書
と
も
言
わ
れ
、「
文
韜
・
武
韜
・

竜
韜
・
虎
韜
・
豹
韜
・
犬
韜
」
の
六
巻
六
十
編
か
ら
な
り
、
呂

尚
が
周
の
文
王
や
武
王
に
兵
法
や
政
治
に
つ
い
て
教
え
る
と
い

う
体
裁
に
な
っ
て
お
り
、「
虎
の
巻
」の
典
拠
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
梨
一
が
引
用
し
た
箇
所
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。
尾
形
仂
『
お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
』（
角
川
書

店 

平
成
十
三
年
）
で
も
、「『
六
韜
』
に
は
こ
の
句
は
見
え
な
い
」
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と
あ
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、

名
又
隨
㆑フ
之
ニ
此
四
字
韓
退
之
進
学
解
ニ
出
ト

竜
‾
門
原

‾
上
ノ
土
ニ
埋
㆑メ
ト
モ
骨
ヲ
不
㆑
埋
㆑マ
名
ヲ

白
氏
文
集

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
「
名
も
ま
た
ま
た
是
に
し
た
が
ふ
」
に

つ
い
て
は
『
菅
菰
抄
』
と
は
違
っ
た
出
典
、
韓
愈
の
「
進
学

解
」
と
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
一
格
詩
歌
行
雑
体
を
挙
げ
て

い
る
。（

10
）

　

一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

（
三
十
四
）
抑
こ
と
ふ
り
に
た
れ
ど
松
嶋
ハ
扶
桑
第
一
の
好
風

に
し
て
凡
洞
庭
西
湖
を
恥
ず
中畧
浙
江
の
潮
を
た
ヽ
ふ

…
…
扶
桑
は
い
に
し
へ
よ
り
日
本
の
異
名
に
用
ひ
來
れ

共
、
実
ハ
別
に
一
國
の
名
な
り
。
淮
‐
南
‐
子
ノ
註
ニ
、

扶
‐
桑
ハ
東
‐
方
ノ
之
野
ナ
リ
也
。
楚
‐
辭
ノ
註
ニ
、
扶
‐

桑
ハ
木
ノ
名
、日
出
ヅ㆓
其
ノ
下
ニ㆒
。
…
…
…
凡
是
等
ノ
風
景
ハ
、

王
‐
弇
‐
州
ガ
四
‐
部
稿
、
及
ビ
熙
‐
朝
樂
‐
事
等
ニ
詳

ナ
リ
。
浙
‐
江
ハ
、
中
‐
華
三
‐
江
ノ
一
也
、
字
‐
彙
ニ

云
、浙
‐
江
ハ
在
リ㆓
銭
‐
塘
ニ㆒
、出
ヅ㆓
歙
‐
塘
縣
ノ
玉
‐
山
㆒ヨ
リ
、

因
テ㆔
水
‐
勢
曲
‐
折
シ
テ
激
㆓
‐
起
ス
ル
ニ
湖
‐
頭
ニ㆒
、
故
ニ
曰
フ㆓

浙
‐
江
ト㆒
、
ト
。
日
‐
本
九
‐
州
ノ
西
ニ
當
リ
日
‐
本
ヘ

往
‐
來
ス
ル
海
‐
舶
ノ
港ミ
ナ
トニ
テ
繁
華
ノ
地
、
且
景
‐
色
無

‐
雙
ト
云
。
其
潮
ヲ
稱
ズ
ル
モ
ノ
ハ
詩
ニ
廬
‐
山
ノ
烟
‐

雨
浙
‐
江
ノ
潮
、
未ザレバ ダ㆑
到
ラ
千
‐
般
ス
レ
ド
モ
恨
不
㆑
休
セ
、
到
リ

得
テ
歸
リ
來
レ
ハ
無
シ㆓
別
事
㆒、
廬
‐
山
ノ
烟
‐
雨
浙
‐
江
ノ
潮
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
松
島
の
章
の
冒
頭
で
、
松
島
の
好
風
景
を

中
国
の
洞
庭
湖
や
西
湖
、
浙
江
の
潮
な
ど
と
の
対
比
で
表
現
し

た
箇
所
の
「
扶
桑
」「
是
等
の
風
景
」「
浙
江
の
潮
」
に
対
し
て
、

『
淮
南
子
』・『
楚
辞
』・『
四
部
稿
』・『
熙
朝
楽
事
』・『
字
彙
』・「
詩
」

の
用
例
を
挙
げ
て
解
説
し
て
い
る
。
書
名
は
い
ず
れ
も
引
用
書

目
に
あ
る
。
順
に
確
認
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、「
扶
桑
」
は
、
梨
一
は
日
本
の
異
名
と
し
て
用
い
て

き
て
い
る
が
、別
に
一
国
の
名
前
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
と
し
、

そ
の
用
例
と
し
て
、「
淮
南
子
」
と
「
楚
辞
」
の
各
注
を
引
用

し
て
い
る
。「
淮
南
子
註
」
で
あ
る
が
、『
淮
南
子
』
に
は
「
扶

桑
」
の
語
は
「
天
文
訓
」
の

日
出
テ㆓
于
暘
谷
ニ㆒
、
浴
シ㆓
于
咸
池
ニ㆒
、
拂
フ㆓
于
扶
桑
ニ㆒
、
是
ヲ

謂
フ㆓
晨
明
ト㆒
。（

11
）

と
「
道
応
訓
」
の

景
曰
ク
、
扶
桑
受
ケ㆑
謝
ヲ
、
日
照
ス㆓
宇
宙
ヲ㆒
。
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に
あ
る
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
梨
一
が
引
用
し
た
注
は
見
当

た
ら
な
い
。

 　
「
楚
辞
註
」
は
『
楚
辞
集
注
』
離
騒
経
第
一

飮
ヒ㆓
余
ガ
馬
ヲ
於
咸
池
ニ㆒
兮　
　

總
フ㆓
余
ガ
轡
ヲ
於
扶
桑
ニ㆒（
12
）

の
「
扶
桑
」
の
注
で
あ
る
。

　

ま
た
「
是
等
ノ
風
景
」
は
、
洞
庭
湖
と
西
湖
を
指
す
が
、
こ

れ
ら
の
風
景
は
「
王
弇
州
四
部
稿
」
と
「
熙
朝
楽
事
」
等
に
詳

し
い
と
あ
る
。「
王
弇
州
四
部
稿
」は
王
弇
州（
王
世
貞
）の
編『
四

部
稿
』
の
こ
と
で
、
そ
の
巻
七
十
三
に
「
泛
太
湖
游
洞
庭
両
山

記
」（
王
世
貞
作
）
が
あ
り
、
王
世
貞
自
ら
洞
庭
湖
に
つ
い
て

述
べ
て
お
り
、「
熙
朝
楽
事
」
は
本
来
『
西
湖
遊
覧
志
余
』（
明 

田
汝
成
編
）
の
巻
二
十
巻
の
題
名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

抽
刻
し
た
書
（
十
二
丁
程
度
の
短
編
）
で
、
主
に
杭
州
の
年
中

行
事
を
述
べ
て
い
る
。（

13
）

　

さ
ら
に
「
浙
江
」
に
つ
い
て
は
、『
字
彙
』
巳
集 

水
部
「
浙
」

の
項
目
が
挙
げ
ら
れ（

14
）、
川
の
流
れ
が
曲
折
し
て
い
て
、
湖

の
畔
に
激
し
く
波
が
立
つ
の
で
、「
浙
江
」
と
い
う
と
あ
る
。

そ
の
浙
江
の
「
潮
ヲ
稱
ズ
ル
モ
ノ
」
と
し
て
、「
詩
」
す
な
わ

ち
蘇
軾
？
の
七
言
絶
句
「
廬
山
煙
雨
」（「
観
潮
」）
が
、
全
句

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（

15
）
こ
の
詩
は
「
廬
山
の
霧
雨
と
浙
江
の

潮
の
遡
上
、
そ
こ
に
行
っ
て
み
な
い
う
ち
は
、
あ
れ
こ
れ
と
考

え
て
悩
ん
で
し
ま
う
が
、
実
際
行
っ
て
み
て
帰
っ
て
き
た
時
に

は
特
別
な
感
慨
も
な
く
、
単
に
廬
山
の
霧
雨
と
浙
江
の
潮
の
遡

上
で
あ
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
起
句
と
合
句
の
同
句
異

義
（
行
く
前
と
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
後
の
感
慨
の
相
違
）
を
技

巧
と
し
た
趣
深
い
詩
で
あ
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、

扶
桑　

山
海
經　

淮
南
子　

東
方
朔
カ
十
洲
記
等
の
論
判

繁
重
な
れ
ハ
爰
に
畧
す
…
…
両
所
（
洞
庭
湖
・
西
湖
）
と

も
大
明
一
統
志
に
委
し
と
…
…
是
（
浙
江
）
亦
一
統
志　

滕
王
閣
序
ニ
王
勃
云
襟
㆓ト
シ
三
江
㆒ヲ
而
帯
㆓タ
リ
ト
五
湖
㆒ヲ　

浙
江

ハ
三
江
の
中
洞
庭
ハ
五
湖
也
と
そ

と
か
な
り
簡
略
に
典
拠
を
示
し
つ
つ
、
別
の
『
十
洲
記
』・『
大

明
一
統
志
』・
王
勃「
滕
王
閣
序
」を
挙
げ
て
い
る
。（

16
）
一
方『
鼇

頭
本
』
で
は
、

○
扶
桑
フ
ソウ
日
本
の
異
名
ニ
用
ひ
来
り　

淮
南
子
ノ
注
ニ
東

方
ノ
野
也
…
…

○
洞
庭
ト
ウ

テ
イ
中
華
山
水
ノ
勝
地
也

○
西
湖
セ
イコ
鄂
劦
ニ
在
ト

○
浙
江
セ
ツ

コ
ウ
中
華
三
江
ノ
一
也
日
本
へ
往
来
す
る
港
也
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と
あ
り
、
ぞ
れ
ぞ
れ
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
三
十
五
）
欹

ソ
バ
ダ
ツも
の
は
天
を
指
シ
ふ
す
も
の
は
波
に
匍ハ
ラ

匐バ
フ

匍
‐
匐
ハ
両
手
を
つ
き
て
は
ら
バ
ふ
を
云
。
詩
ノ
大
‐

雅
ニ
、
誕
ニ
實
ニ
匍
‐
匐
ス
。

　

こ
こ
で
の
注
は
、
前
注
同
様
、
松
島
の
風
景
を
描
写
し
た
箇

所
で
、「
島
々
の
中
で
高
く
聳
え
る
も
の
は
天
を
指
さ
し
て
、

伏
す
よ
う
に
平
た
い
も
の
は
波
に
腹
這
う
」
と
描
写
し
た
「
匍

匐
」
の
意
味
と
用
例
を
示
し
て
い
る
。
意
味
と
し
て
は
「
両
手

を
つ
い
て
腹
這
う
こ
と
」と
な
っ
て
お
り
、用
例
と
し
て
は
、『
詩

（
経
）』
の
大
雅
（
生
民
の
第
四
章
の
第
一
句
「
誕
に
實
に
匍
匐

す
」）
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
は
、
姜
源
が
周
の
始
祖
で
あ
る
后
稷
を
生
ん
だ
経
緯

を
説
い
て
い
く
も
の
で
、
引
用
箇
所
は
姜
源
は
安
産
で
后
稷
は

順
調
に
育
っ
て
ゆ
き
、「
両
手
両
足
で
腹
ば
い
に
な
っ
て
行
く

よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
場
面
で
あ
る
。 

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、

匍
匐
ハ
詩
經
匏
有
苦
葉
ノ
篇　

孟
子
滕
文
公
ノ
篇
ニ
出

と
な
っ
て
お
り
、『
菅
菰
抄
』
と
は
違
う
出
典
を
挙
げ
て
い
る
。

一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
、

○
匍
匐
ハ
ラ
バ
フ
詩
ノ
大
雅
ニ
見
ユ

と
あ
り
、『
詩
経
』
大
雅
の
み
を
示
し
て
い
る
。

（
三
十
六
）
児
孫
愛
す
か
ご
と
し

杜
甫
ガ
望
‐
嶽
ノ
詩
ニ
、
諸
‐
峯
羅
‐
立
シ
テ
似
㆓タ
リ
兒
‐

孫
ニ㆒

　

こ
こ
で
の
注
は
、
前
注
同
様
、
松
島
の
島
々
の
様
子
を
「
児

孫
愛
す
が
ご
と
し
」
と
例
え
た
句
に
対
し
、
そ
の
典
拠
と
し
て

杜
甫
の
七
言
律
詩
「
望
嶽
」
の
二
句
目
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
こ
の
詩
の
全
句
を
挙
げ
て
み
る
。　
　

西
‾
嶽
崚
‾
嶒
ト
シ
テ
竦
ヘ
テ
處
㆑ル
尊
ニ

諸
‾
峯
羅
‐
立
シ
テ
似
㆓タ
リ
兒
‾
孫
㆒ニ

安
ゾ
得
㆓テ
仙
‾
人
九
‾
節
ヲ
杖
一ヲ

拄サ
ヽ
ヘ
テ
到
㆓ラ
ン
玉
‾
女
洗
‾
頭
ノ
盆
㆒ニ

車
‾
箱
入
㆑テ
谷
ニ
無
㆓
歸
‾
路
㆒

箭
‾
括
通
㆑シ
テ
天
ニ
有
㆓
一
門
㆒

稍ヤ
ヽ

待
㆓テ
秋
‐
風
ノ
凉
‾
冷
ナ
ラ
ン
後
㆒ヲ　

高
ク
尋
㆓テ
白
帝
㆒ヲ
問
㆓ハ
ン
眞
‐
源
㆒ヲ
（
17
）

こ
の
詩
は
、
杜
甫
が
華
州
に
赴
任
す
る
と
き
に
、
華
山
（
五
岳

の
う
ち
の
西
岳
）
を
望
ん
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
仙
人
が
持
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つ
と
言
わ
れ
る
九
節
の
竹
杖
で
、
山
の
頂
上
の
玉
女
の
洗
頭
盆

の
あ
た
り
ま
で
登
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の

二
句
目
「
諸
峯
羅
立
し
て
兒
孫
に
似
た
り
」
は
、「
周
り
の
山
々

は
そ
れ
ぞ
れ
並
び
立
っ
て
、
華
山
の
子
供
や
孫
の
よ
う
だ
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　

芭
蕉
は
断
章
取
義
で
は
あ
る
が
、こ
の
詩
句
を
踏
ま
え
つ
つ
、

「
大
き
な
島
が
小
さ
な
島
を
子
供
や
孫
を
愛
す
よ
う
に
背
負
っ

た
り
抱
い
た
り
し
て
い
る
」
と
描
写
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は

西
‾
嶽
崚
‾
嶒
ト
シ
テ
竦
ヘ
テ
處
レル
尊
㆒ニ

諸
‾
峯
羅
リ
立
テ
似
㆓タ
リ
兒
孫
㆒ニ
杜
律

と
「
望
嶽
」
の
首
聯
を
挙
げ
て
お
り
、
一
方
『
鼇
頭
本
』
は
、

○
児
孫
ジ
ソ
ン
愛
す
か
如
し
杜
甫
望
嶽
の
詩
ニ
諸
峯
羅
立

似
兒
孫

と
、『
菅
菰
抄
』
の
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

（
三
十
七
）
屈
曲
を
の
づ
か
ら
た
め
た
る
が
ご
と
し
其
氣
色
窅

然
と
し
て
美
人
の
顔
を
粧
ふ
ち
は
や
振
神
の
む
か
し
大
山
ず

ミ
の
な
せ
る
わ
ざ
に
や
造
化
の
天
工
い
づ
れ
の
人
か
筆
を
ふ

る
ひ
詞
を
盡
さ
む

た
め
る
は
揉
、
扶
、
嬌
等
ノ
字
ヲ
用
ベ
シ
。
家
‐
語
ニ
、

南
‐
山
ニ
有
㆑
竹
、
不
㆑ル
ニ
揉
メ
自
ラ
直
シ
。
荀
‐
子
ニ
蓬
生
シ㆓

麻
ノ
中
ニ㆒
、
不
㆑
扶
メ
自
ラ
直
シ
。
又
矯
ハ
矢
ヲ
タ
ム
ル
ヲ
云
。

窅
ハ
字
‐
彙
ニ
深
‐
遠
ノ
貌
チ
ト
ス
。
美
人
の
顔
を
粧
ふ

と
ハ
、
東
‐
坡
ガ
西
‐
湖
ノ
詩
ニ
、
欲
㆘レ
ハ
把
テ㆓
西
‐
湖
ヲ㆒
比
㆗セ

ン
ト
西
子
ニ㆖
、淡
‐
粧
濃
‐
抹
也マ
タ

相
ヒ
宜
シ
、ト
云
、此
意
ナ
リ
。

西
子
ハ
西
‐
施
ヲ
云
。
越
‐
王
勾
‐
踐
ノ
臣
范
‐
蠡
ガ
呉

‐
王
夫
‐
差
ヘ
贈
リ
シ
美
人
ノ
名
ナ
リ
。
淡
‐
粧
濃
‐
抹

ハ
ウ
ス
ク
ケ
ハ
ヒ
コ
ク
ケ
ハ
フ
ヲ
云
…
…
造
‐
化
ハ
正
‐

字
‐
通
ニ
云
、天
‐
地
陰
‐
陽
運
‐
行
、萬
‐
物
ノ
生
‐
息
、

謂
フ㆓
之
ヲ
造
‐
化
ト㆒
、
ト
。
天
‐
工
ハ
俗
ニ
云
ト
キ
ハ
天
‐

地
自
‐
然
ノ
細
‐
工
ト
云
ガ
如
シ
。
但
シ
造
‐
化
天
‐
工

ノ
文
ハ
或
ハ
賈
‐
誼
カ
鵩
‐
鳥
ノ
賦
ニ
云
フ
造
‐
化
ヲ
爲
㆑

工
ト
、
萬
‐
物
ヲ
爲
㆑
壚
ト
ノ
句
ヨ
リ
出
ル
カ
。
い
つ
れ
の

人
か
筆
を
ふ
る
ひ
詞
を
盡
さ
ん
と
ハ
、
三
‐
體
‐
詩
、
孫

魴
カ
句
ニ
、寒
‐
暄
皆
ナ
有
リ㆑
素
、孤
‐
絶
画
ク
ト
モ
難
シ㆑
形
ハ
ナ
シ
、

ト
云
ガ
如
ク
俗
ノ
手
ニ
及
バ
ヌ
ト
云
ヿ
ナ
リ

　
　

　

こ
こ
で
の
注
は
、
同
じ
く
松
島
の
風
景
を
「
松
の
枝
が
自
然

に
曲
線
を
描
い
た
か
の
よ
う
で
、
そ
の
風
景
が
深
遠
で
美
女
が
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化
粧
を
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
わ
が
国
太
古

の
神
大
山
祇
が
作
ら
れ
た
技
だ
ろ
う
か
と
。
造
化
の
天
工
（
大

自
然
を
築
く
天
の
神
の
働
き
）
は
誰
も
が
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
」
と
述
べ
た
所
の
「
た
め
る
」「
窅
」「
美
人
の
顔
を
粧
ふ
」

「
造
化
」「
い
つ
れ
の
人
か
筆
を
ふ
る
ひ
詞
を
尽
く
さ
ん
」
の
注

解
と
し
て
、『
家
語
』・『
荀
子
』・『
字
彙
』・「
東
坡
の
西
湖
」・『
正

字
通
』・「
賈
誼
の
鵩
鳥
賦
」・『
三
体
詩
』（
孫
魴
の
詩
句
）
を

挙
げ
て
解
説
し
て
い
る
。「
東
坡
の
西
湖
」以
外
は『
引
用
書
目
』

に
あ
る
（「
賈
誼
の
鵩
鳥
賦
」
は
『
文
選
』
を
出
典
と
考
え
る
）。

順
に
確
認
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
「
た
め
る
」
の
意
味
と
し
て
、
漢
字
で
は
「
揉
」「
扶
」

「
矯
」
な
ど
を
用
い
る
と
示
し
た
後
に
、「
揉
」
の
用
例
と
し
て
、

『（
孔
子
）
家
語
』
と
『
荀
子
』
を
挙
げ
て
い
る
。

　
『
孔
子
家
語
』の
方
は
、「
子
路
第
十
九
」に
見
ら
れ
る
用
例「
南

山
に
竹
有
り
、
揉
め
ざ
る
に
自
ら
直
し
」
で
あ
る
が
、「（
孔
子

が
君
子
は
学
ぶ
こ
と
が
不
可
欠
あ
る
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
子

路
が
）
南
山
に
竹
が
あ
る
が
、
そ
の
竹
は
形
を
整
え
な
く
て
も

自
然
に
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
い
く
（
の
で
学
ぶ
必
要
が
あ
ろ
う

か
と
答
え
た
）」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
『
荀
子
』
の
方
は
、「
勧
学
編
第
一
」
に
見
ら
れ
る
用
例
「
蓬

麻
の
中
に
生
じ
、
扶
め
ず
し
て
自
ら
直
し
」
で
あ
る
が
、「
蓬

が
麻
の
中
に
生
え
て
い
れ
ば
、
形
を
整
え
な
く
て
も
ま
っ
す
ぐ

に
伸
び
て
い
く
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
他
の
物
を
利

用
し
て
自
ら
の
立
場
を
慎
む
こ
と
の
た
と
え
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
梨
一
は
「
揉
」
も
「
扶
」
も
「
曲
げ
た

り
伸
ば
し
た
り
し
て
形
を
整
え
る
」
意
味
に
捉
え
て
い
る
。

　

次
に「
窅
」の
意
味
と
し
て
、『
字
彙
』午
集 

穴
部「
窅
」の「
深

遠
な
る
さ
ま
」
を
挙
げ
た
。

　
「
美
人
の
顔
」
に
つ
い
て
は
、「
東
坡
（
蘇
軾
）
の
（
七
言
絶
句
）

西
湖
」
の
転
句
・
合
句
「
西
湖
を
把
て
西
子
に
比
せ
ん
と
欲
れ

ば
、
淡
粧
濃
抹
也
相
ひ
宜
し
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（

18
）

　

こ
の
詩
は
、
前
半
二
句
で
西
湖
の
湖
面
に
映
る
日
の
光
は
さ

ざ
波
と
共
に
き
ら
め
き
、
晴
れ
た
日
は
格
別
す
ば
ら
し
い
景
観

で
あ
り
、
ま
た
山
々
が
う
す
ぼ
ん
や
り
と
霞
む
雨
の
中
の
景
色

も
ま
た
際
だ
っ
た
す
ば
ら
し
さ
が
あ
る
と
詠
い
、
後
半
二
句
で

も
し
西
湖
を
春
秋
時
代
の
越
の
美
女
西
施
に
た
と
え
て
み
る
な

ら
、
薄
化
粧
（
晴
れ
の
日
）
も
濃
厚
な
化
粧
も
（
雨
の
日
）
も

共
に
す
ば
ら
し
く
よ
く
似
合
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
梨
一
が
松
島
の
風
景
が
「
美
人
の
顔
を
粧
ふ
」

の
よ
う
だ
と
の
本
文
に
対
し
、
そ
の
様
子
を
蘇
軾
の
「
西
湖
」
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に
示
さ
れ
る
「
西
子
の
淡
粧
濃
抹
（
薄
化
粧
と
厚
化
粧
）
の
様
」

に
例
え
て
、
西
子
は
西
施
（
越
王
勾
践
の
家
臣
范
蠡
が
呉
王
夫

差
に
贈
っ
た
美
人
の
名
）
で
あ
る
と
解
説
し
た
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
「
造
化
」
の
意
味
と
し
て
、『
正
字
通
』 

を
引
用
し

て
「
天
地
月
太
陽
の
運
行
、
万
物
の
生
息
」
と
し
、「
天
工
」

は
俗
で
は
「
天
地
自
然
の
細
工
」
と
い
う
よ
う
だ
と
し
（
19
）、「
造

化
天
工
」
を
賈
誼
の
「
鵩
鳥
の
賦
」（『
文
選
』
所
収
）
の
、「
造

化
を
工
（
鋳
物
師
）
と
言
い
、
万
物
を
壚
（
黒
土
）
と
言
う
」

か
ら
来
て
い
る
か
と
解
し
た
。（

20
）

　

そ
し
て
「
い
つ
れ
の
人
か
筆
を
ふ
る
ひ
詞
を
盡
さ
ん
」
に
対

し
、『
三
体
詩
』
所
収
の
孫
魴
の
詩
句
（
五
言
律
詩
「
甘
露
寺
」）

の
首
聯
の
み
を
挙
げ
て
（
断
章
取
義
と
し
て
）、「
俗
の
手
に
及

ば
な
い
こ
と
」
と
注
解
し
て
い
る
。（

21
）
孫
魴
の
詩
は
潤
州
（
今

の
江
蘇
省
鎮
江
郊
外
）
の
甘
露
寺
（
北
固
山
上
に
あ
る
寺
、
三

国
時
代
呉
末
の
甘
露
時
代
年
間
の
創
立
）
の
眺
望
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
首
聯
で
は
、「
甘
露
寺
（
北
固
山
）
の
景

色
は
、
寒
い
時
も
暖
か
い
時
も
い
つ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
い
眺

め
で
あ
り
、
周
囲
と
隔
絶
し
た
世
界
は
描
こ
う
に
も
描
け
る
も

の
で
は
な
い
」
と
景
観
を
絶
賛
し
て
い
る
。

　

梨
一
は
、
孫
魴
の
こ
の
詩
句
か
ら
、
特
に
二
句
目
の
景
色
の

素
晴
ら
し
さ
を
描
こ
う
に
も
描
け
な
い
と
表
現
し
た
点
を
、「
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
」
松
島
の
景
色
と
同
調
さ
せ
て
用
例
と
し

て
挙
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、
細
か
く
分
け
て
示
さ
れ
て

い
る
が
、

窅　

字
彙
ニ
深
目
也
又
深
遠
ノ
皃　

和
訓　
フ
カ
シ　
ト
ヲ
シ
と

（
欄
外
頭
注　

荘
子
外
篇
知
北
遊
ニ
夫
レ
道
ハ
窅

然
ト
シ
テ
難
㆑
言イ
ヽ

哉
）

四
書
大
全
ニ
許
謙
カ
曰
天
地
ハ
言
㆓フ
其
ノ
形
㆒ヲ
造
化
ハ
言
㆓フ
其
ノ

理
㆒ヲ
造
化
ノ
之
理
妙
ニ
シ
テ
不
㆑
可
㆑
見
ル
惟
タ
見
㆓ル
ノ
ミ
其
ノ

成
敗
ノ
之
迹
㆒ヲ
耳　

蒙
引
ニ
云
天
地
ノ
功
用
ハ
即
造
化
ノ

迹
也
也 

造
化
ハ
指
㆓シ
テ
天
地
ノ
之
作
為
ス
ル
所
㆒ヲ
言
フ
造
ハ
者

　
　
　

自
㆑リ
シ
テ
無
而
有
リ
化
ハ
自
㆑リ
シ
テ
有
而
无
シ
と

中
庸
ニ
曰
知
㆓ル
天
地
ノ
化
‾
育
㆒ヲ　

と
な
っ
て
お
り
、『
菅
菰
抄
』
と
は
異
な
っ
た
出
典
を
挙
げ
て

い
る
。
一
方
『
鼇
頭
本
』
は
、

○
屈
曲
お
の
づ
か
ら
揉タ
メ

○
窅
然
メ
イ
ゼ
ン　

深
く
遠
き
ヿ
也

○
造
化
ゾ
ウ
ク
ハ　

陰
陽
の
運
行
万
物
の
生
息
を
云

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
に
漢
籍
の
出
典
を
示
し
て
は
い
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な
い
。

（
三
十
八
）
将ハ

タ

松
の
木
陰
に
世
を
い
と
ふ
人
も

将
ハ
玉
‐
篇
ニ
、
或
ハ
也ナ
リ

、
ト
云
。
卑
‐
俗
ノ
、
マ
ア
ト

云
詞
ニ
當
ル
ベ
シ
。
…
…
世
を
い
と
ふ
人
ハ
、
世
捨
テ
人

ヲ
云
。
但
シ
此
二
句
ハ
、唐
‐
詩
‐
選
ニ
、無
‐
名
‐
子
ガ
、

偶〻
來
リ㆓
松
‐
樹
ノ
下
㆒ト
ニ
、
高
㆑シ
テ
枕
ヲ
石
‐
頭
ニ
眠
ル
、
ト
云

ル
句
意
ヲ
以
テ
見
ベ
シ

　

こ
こ
で
の
注
は
、
雲
居
禅
師
の
別
室
の
跡
や
坐
禅
石
な
ど
が

あ
る
雄
島
が
磯
に
は
、
ま
た
松
の
木
陰
に
世
を
避
け
て
隠
棲
し

て
い
る
人
も
い
る
と
の
場
面
で
の
「
将
」
の
語
釈
で
『
玉
篇
』

が
、「
世
を
い
と
ふ
人
」
の
注
釈
で
『
唐
詩
選
』
の
「
無
名
子
」

の
詩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
将
」
は
『
曽
良
本
』
や
『
河
西
本
』
で
も
「
ハ
タ
」

と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
り
、「
は
た
」
と
訓
じ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
意
味
と
し
て
は
、『
玉
篇
』寸
部
の「
或
」（
あ
る
い
は
ま
た
）

で
あ
る
と
し
、（

22
）
卑
俗
の
「
ま
あ
」
当
た
る
と
注
解
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
世
を
い
と
ふ
人
」
を
「
世
捨
て
人
」
と
解
釈
し
、『
唐

詩
選
』
巻
六
「
五
言
絶
句
」
所
収
「
答
人
」（
梨
一
は
作
者
を

無
名
子
と
し
て
い
る
が
、
太
上
隠
者
の
誤
り
）
の
起
句
・
承
句

を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
は
、
人
か
ら
姓
名
を
尋
ね
ら
れ
た
時
、
何
も
答
え
ず

こ
の
詩
を
残
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
全
句
を
挙
げ
て
み
る
。

偶〻
來
テ㆓
松
樹
ノ
下
ニ㆒ 

高
㆑フ
シ
テ
枕
ヲ
石
頭
ニ
眠
ル

山
中
無
㆓
暦
日
㆒ 

寒
盡
レ
ド
モ
不
㆑
知
ラ㆑
年
ヲ（
23
）　

た
ま
た
ま
松
の
木
の
下
に
や
っ
て
来
て
、
枕
を
高
く
し

て
石
の
上
に
眠
る
。
山
中
の
生
活
で
は
暦
な
ど
な
く
、

寒
さ
が
尽
き
て
年
が
改
ま
っ
て
も
、
今
年
が
何
年
な
の

か
も
わ
か
ら
な
い
。

　

ま
さ
に
隠
者
に
ふ
さ
わ
し
い
悠
々
自
適
で
厭
世
的
な
生
活
を

し
て
い
る
こ
と
を
、
俗
人
に
告
げ
た
詩
で
あ
る
が
、
梨
一
は
そ

の
前
半
だ
け
で
十
分
「
世
捨
て
人
」
の
意
味
が
伝
わ
る
と
考
え

た
の
か
、
起
句
と
承
句
二
句
の
み
を
挙
げ
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。　

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』

で
は
、

　
　

○
世
を
い
と
ふ
人
ハ
世
捨
人
を
云

と
「
世
を
い
と
ふ
人
」
の
意
味
の
み
を
挙
げ
て
『
出
典
』
は
挙

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
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（
三
十
九
）
十
一
日
瑞
岩
寺
に
詣
ス
中畧
真
壁
の
平
四
郎
出
家
し
て

中畧
其
後
に
雲
居
禅
師
の
徳
化
に
依
て
、
七
堂
甍
改
り
て
金
壁

莊
嚴
光
を
輝
カ
シ
、
仏
土
成
就
の
大
伽
藍
と
ハ
な
れ
り
け
る
。

彼
見
佛
聖ヒ
ジ
リの
寺
ハ
い
づ
く
に
や
と
し
た
ハ
る

…
…
德
化
ハ
、
孟
‐
子
ニ
、
德
‐
化
盈
チ
紛
‐
敷
ス
。
玉
‐

篇
ニ
、
德
ハ
惠
也ナ
リ

。
化
ハ
教
‐
化
也ナ
リ

、
ト
云
。
メ
グ
ミ
ヲ
シ

ユ
ル
ヿ
ナ
リ
…
…
甍
ハ
、
字
‐
彙
ニ
屋
‐
棟
也ナ
リ

、
ト
云
。

金
‐
壁
ハ
、
壁
ヲ
金
張
リ
附
ヶ
ニ
シ
タ
ル
ヲ
云
。
但
此
ノ
壁

ハ
或
ハ
碧
ノ
字
ノ
誤
カ
。
碧
ハ
ル
リ
色
ニ
テ
、
金
碧
ハ
壁
ノ
柱
ナ
ド
ヲ
イ

ロ
〳
〵
ニ
彩
色
タ
ル
ヲ
云
。
杜
‐
律
龍
‐
門
詩
ノ
註
ニ
、
山
ニ
在
リ㆓
佛
寺
㆒
金

‐
碧
照
‐
耀
ス
、
ト
云
、
是
ナ
リ
。
…
…
字
‐
彙
ニ
莊
嚴
ハ
飾
也ナ
リ

…
…
伽
藍
ハ
…
…
圓
‐
機
‐
活
‐
法
ニ
云
、
…
…
此
ニ
ハ
云
フ㆓

衆
園
ト㆒
…
…

　

こ
こ
で
の
注
は
、
瑞
巌
寺
参
詣
の
折
の
描
写
の
中
で
、
寺
の

創
建
か
ら
雲
居
禅
師
の
改
修
に
よ
り
豪
壮
絢
爛
な
大
寺
院
に

な
っ
た
経
過
、
そ
し
て
見
仏
聖
の
寺
の
話
題
ま
で
を
綴
っ
た
章

の
中
で
、「
徳
化
」「
甍
」「
金
壁
」「
荘
厳
」「
伽
藍
」
の
注
解

と
し
て
、『
孟
子
』・『
玉
篇
』・『
字
彙
』・
杜
律
「
龍
門
」
詩
註
・

『
円
機
活
法
』
を
挙
げ
て
解
説
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
引
用

書
目
』
に
あ
る
（
杜
律
は
『
杜
律
詩
集
』
を
出
典
と
考
え
る
）。

順
に
確
認
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、「
徳
化
」
で
あ
る
が
、『
孟
子
』
に
あ
る
と
い
う
「
德

‐
化
盈
チ
紛
‐
敷
ス
」
は
管
見
の
範
囲
案
で
は
該
当
箇
所
が
見

当
た
ら
な
い
。（

24
）『
玉
篇
』
は
「
德
ハ
惠
也ナ
リ

」
は
「
彳
」
の
部

に
、「
化
ハ
教
‐
化
也ナ
リ

」
は
「
匕
」
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
。

な
お
「
徳
化
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
で

は
「
と
っ
け
」
と
読
み
、

僧
侶
な
ど
が
そ
の
高
徳
を
も
っ
て
人
を
感
化
し
、
仏
道
に

導
き
入
れ
る
こ
と
。

と
語
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
典
拠
と
し
て
『
お
く
の
ほ
そ

道
』
の
当
該
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
雲
居
禅
師
が
そ
の
高
徳
を
も
っ
て
人
を
感
化
し
、

仏
道
に
引
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
瑞
巌
寺
は
大
寺
院
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
、「
甍
」
で
あ
る
が
、『
字
彙
』
午
集 

瓦
部
「
甍
」
に
「
屋

棟
（
屋
根
の
頂
上
）」
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
金
壁
」
で
あ
る
が
、「
壁
に
金
箔
を
貼
り
付
け
た

も
の
」
と
語
釈
を
し
た
あ
と
に
、
さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
、

割
注
を
加
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
金
壁
」
は
「
金
碧
」
の
誤

り
か
と
し
つ
つ
、（

25
）「
碧
」
は
「
瑠
璃
色
」
で
「
金
碧
」
は
「
壁
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や
柱
に
彩
色
を
施
し
た
も
の
を
言
う
」と
語
釈
を
し
た
あ
と
に
、

用
例
と
し
て
杜
甫
の
五
言
律
詩
「
竜
門
」（『
杜
律
集
解
』
所
収
）

の
頷
聯
「
氣
色
皇
居
近
く
、
金
銀
佛
寺
開
く
（
洛
陽
の
竜
門
は

東
都
の
皇
城
が
間
近
に
見
え
、そ
こ
に
は
山
寺
が
多
く
存
在
し
、

金
銀
を
飾
っ
て
あ
り
煌
や
か
で
あ
る
）」
の
邵
傅
の
注
（
山
に

は
寺
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
金
銀
を
飾
っ
た
壁
や
柱
が
煌
や
か
で

あ
る
）
を
挙
げ
て
い
る
。　
　

　

ま
た
「
荘
厳
」
に
つ
い
て
は
、『
字
彙
』
申
集
艸
部
「
莊
」

に
「
嚴カ
ザ
ル」
と
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。

　

最
後
に
「
伽
藍
」
で
あ
る
が
、『
円
機
活
法
』
に
は
見
当
た

ら
な
い
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』

で
は
、〇

甍　

イ
ラ
カ

〇
金
壁　

コ
ン
ペ
キ
─
故
事
ニ
委
シ

〇
荘
厳　

セ
ウ
ゴ
ン　

─
ハ
大
智
度
論
ニ
七
宝
─
ト
云

〇
大
伽
藍　

ガ
ラ
ン

と
あ
り
、
語
注
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
以
下
続
く
）

［
注
］

（
１
）
寛
文
十
三
年
刊
に
よ
る
。

（
２
）
寛
政
六
年
刊
『
爾
雅
注
疏
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
。

（
３
）『
山
海
経
』
に
は
、「
比
翼
」
の
用
例
は
見
ら
れ
る
。
早

稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（『
山
海

経
』
出
版
年
不
詳
）
に
よ
る
。

（
４
）
拙
著
『
芭
蕉
俳
諧
に
表
現
さ
れ
た
漢
詩
文
の
研
究
』（
お

う
ふ
う　

平
成
三
十
一
年
）
二
百
七
十
二
頁
～
二
百
七
十

三
頁
参
照
。

（
５
）
明
暦
二
年
刊
『
劉
熙
釈
名
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）に
よ
る
。な
お「
琵
琶
」の『
釈
名
』

の
引
用
に
関
し
、「
曰
琶
」
と
「
因
為
其
名
」
の
間
に
「
象

其
鼓
時
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る

（
６
）
寛
延
四
年
刊
に
よ
る
。

（
７
）
注
４
と
同
様
、
二
百
七
十
四
頁
参
照
。

（
８
）『
毛
詩
』
や
『
文
選
』
の
子
夏
序
に
は
、

　
　

先
王
以
是
經
夫
婦
成
孝
敬
厚
人
倫
美
教
化
移
風
俗

と
い
う
箇
所
が
あ
り
、「
風
俗
を
移
す
」
と
い
う
用
例
が

見
ら
れ
る
が
、
梨
一
は
敢
え
て
「
変
風
易
俗
」
を
挙
げ
た
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意
図
が
不
明
で
あ
る
。

（
９
）『
奥
の
細
道
』
の
引
用
は
、
明
和
版
（
早
稲
田
大
学
図
書

館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
底
本
と
す
る
。
た
だ

し
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。

（
10
）
注
４
と
同
様
、
二
百
七
十
六
頁
～
二
百
七
十
七
頁
参
照
。

（
11
）『
淮
南
鴻
烈
解
』（
寛
文
四
年
刊　

早
稲
田
大
学
図
書
館

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
。
同
書
の
道
応
訓

の
「
扶
桑
」
の
注
釈
で
は
、

　
　

扶
桑
ハ
日
所
ノ㆑
出
ル
之
木
ナ
リ
。 

と
い
う
注
に
な
っ
て
い
る
。

（
12
）
慶
安
四
年
刊
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
。

（
13
）『
四
部
稿
』
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、『
熙
朝
楽
事
』
は
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集 

第

十
一
輯
』（
汲
古
書
院　

昭
和
五
十
四
年
）
参
照
。

（
14
）
寛
文
十
一
年
刊
に
よ
る
。
以
下
同
様
。

（
15
）
こ
の
詩
は
、『
東
坡
楽
府
』
に
所
収
さ
れ
る
と
言
う
が
、

和
刻
本
は
未
見
。
た
だ
後
半
の
二
句
が
『
禅
林
句
集
』（
引

用
書
目
に
は
な
い
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
（『
定
本
禅
林

句
集
索
引
』 

禅
文
化
研
究
所 

平
成
十
年
所
収
貞
享
五
年

刊
に
よ
る
）、
そ
の
注
と
し
て
前
半
二
句
が
掲
載
さ
れ
、

結
果
的
に
全
句
示
さ
れ
て
い
る
。

　
『
禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）
の
「
廬
山
は
え
ん
う

せ
っ
こ
う
は
う
し
お
」
の
項
目
に
は
、

廬
山
煙
雨
浙
江
潮 

蘇
東
坡
作
と
さ
れ
廬
山
の
偈
と

共
に
愛
誦
さ
れ
る
。
詩
は
「
廬
山
烟
雨
浙
江
潮
、
未
㆑

到
千
般
恨
不
㆑
消
、
到
得
還
來
無
㆓
別
事
㆒
、
廬
山
烟

雨
浙
江
潮
」
と
い
い
、
蘇
東
坡
の
悟
後
の
心
境
を
偈

に
た
く
し
た
も
の
で
、
古
来
、
叢
林
の
間
に
て
は
悟

了
同
未
悟
の
宗
趣
を
最
も
巧
み
に
こ
と
ば
に
あ
ら
わ

し
た
も
の
と
称
さ
れ
る
。
偈
の
意
味
は
、
廬
山
の
烟

雨
、
浙
江
の
潮
は
天
下
の
絶
景
、
江
国
の
勝
景
で
あ

る
が
、
実
地
に
か
の
地
に
到
っ
て
観
賞
し
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
多
年
の
恨
み
を
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
は
言
う
も
の
の
、
一
た
び
到
っ
て
帰
っ
て
く
れ
ば

別
に
と
り
た
て
る
べ
き
こ
と
は
な
い
。
廬
山
の
烟
雨

も
浙
江
の
潮
も
も
と
の
ま
ま
の
風
光
で
あ
る
。

と
あ
り
、
禅
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
も
い
る
。

（
16
）
注
４
と
同
様
、
松
島
の
章
は
二
百
八
十
頁
～
二
百
九
十

一
頁
参
照
。

（
17
）
寛
文
十
年
刊
『
杜
律
集
解
』
に
よ
る
。
以
下
同
様
。
な
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お
こ
の
注
に
つ
い
て
は
、
注
４
同
様
、
二
百
八
十
四
頁
～

二
百
八
十
五
頁
参
照
。

（
18
）
こ
の
詩
型
の
も
の
は
、
管
見
で
は
『
新
鍥
註
釋
旁
訓
和

韻
千
家
詩
選
』
所
収
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
）
の

も
の
が
あ
る
。

（
19
）
管
見
の
範
囲
内
で
『
正
字
通
』
に
該
当
箇
所
が
見
当
た

ら
な
い
。

（
20
）『
文
選
』
で
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
、

造
化
爲
工
、
陰
陽
爲
炭
兮
、
萬
物
爲
銅
。

と
な
っ
て
お
り
、「
萬
物
爲
壚
」
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
21
）『
三
体
詩
』
で
は
こ
の
詩
一
句
目
の
最
後
の
文
字
は
「
素
」

で
は
な
く「
景
」と
な
っ
て
い
る
。
意
味
の
上
か
ら
も「
景
」

が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
梨
一
の
誤
り
か
。

（
22
）享
保
二
十
年
刊『
增
續
大
廣
益
會
玉
篇
大
全
』（
国
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
。
以
下
同
様
。 

（
23
）
宝
暦
十
一
年
刊
に
よ
る
。

（
24
）
こ
の
句
は
、
孟
郊
の
五
言
古
詩
「
旅
次
湘
靈
有
懷
靈
均
」

（「『
孟
東
野
詩
集
』
巻
六
所
収
）
の
三
十
六
句
目
に
見
ら

れ
る
。
梨
一
は
孟
郊
の
こ
と
を
孟
子
と
言
っ
た
の
か
。

（
25
）
尾
形
仂
『
お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
』（
前
出
）
で
は
、

芭
蕉
が
こ
れ
ら
の
注
（
杜
律
集
解
な
ど
）
を
意
識
の

底
に
想
起
し
つ
つ
「
金
壁
荘
厳
」
の
句
を
な
し
た
可

能
性
は
高
い
が
、「
金
壁
」
を
「
金
碧
」
の
誤
り
と

す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
。

と
あ
り
、
梨
一
の
注
釈
の
行
き
過
ぎ
を
指
摘
し
て
い
る
。


